
協力（五十音順）
　　　�女川町教育委員会（内山遺跡、崎山遺跡）気仙沼市教育委員会（台の下貝塚）仙台市教育委員会（鍛冶屋敷A遺跡）多賀城市教育委員会（八幡沖遺跡）多賀城跡調査研究

所（多賀城跡）東北大学埋蔵文化財調査室（仙台城二の丸跡）東松島市教育委員会（矢本横穴墓群）山元町教育委員会（山下館跡）
� 文化財保護課のホームページアドレスは、http://www.pref.miyagi.jp/bunkazai/index.htm

　埋蔵文化財は、国や地域の歴史と文化の成り立ちを明らかにするうえで欠くことのできない国民共有の財産であり、また、これらを解明す
るうえで発掘調査は必要不可欠なものです。このため、文化庁では「発掘現場から　文化力」のロゴマークを作成し、広くロゴマークを推奨し
活用することで、国民や地域住民に埋蔵文化財や発掘調査に対する正しい理解と協力を促進することを目的としています。背景のカラーは発
掘調査にふさわしい茶系統を使用しています。

時代 世代 日本の主な出来事 パネル番号

旧石器 約650万年前
約3万年前

アフリカで人類が誕生する
後期旧石器時代が始まる

縄文 約1万2千年前
約5000年前

土器・弓矢が出現する
三内丸山遺跡（青森県）で集落が営まれる

★①
★②

弥生 紀元前400年頃 東北地方で米作りが始まる

古墳 紀元後300年頃 豪族が盛んに古墳を造る　 　③
　④

飛鳥 607年
645年

推古天皇、小野妹子を隋に遣わす（遣隋使）
大化の改新が起こる

奈良
710年
724年
752年

平城京（奈良市）に都を移す
多賀城が築かれる
東大寺の大仏が完成する

★⑤
　⑥
　⑦
★⑧
★⑨
★⑩
★⑪
★⑫

平安

794年
869年
894年
1167年

平安京（京都市）に都を移す
貞観大地震で多賀城が大きな被害を受ける
遣唐使の派遣が停止される
平清盛が太政大臣となる 

鎌倉 1192年
1274・1281年

源頼朝が征夷大将軍になる
文永・弘安の役（元寇）が起こる

室町 1338年
1467年

足利尊氏が室町幕府を開く
応仁の乱が起こる

★⑬
★⑭

安土
桃山

1590年
1600年

豊臣秀吉が天下を統一する
仙台城の築城始まる

江戸 1603年
1611年

徳川家康が江戸幕府を開く
慶長三陸地震津波で仙台平野が大きな被害を受ける ★⑮

明治 1868年
1876年

明治維新
明治天皇が東北を巡幸する。

奈良～平安時代

江戸時代

鎌倉～室町時代

平成26年度 宮城の発掘調査パネル展
宮城県教育庁文化財保護課

　宮城県には、旧石器時代から明治時代まで約6,200 ヶ所の遺跡があります。これらは私たちの祖先が残した貴重な遺産であり、大切に保存し
後世に伝えていくことは私たちの責務と考えております。
　県教育委員会は、これらの保護と活用に全力をあげて取り組んでおりますが、開発に伴って姿を消す遺跡もあり、それに対しては、やむを得ず
発掘調査を実施して記録に残すことにしています。
　このたび、平成26年度に行った発掘調査の中で、特に注目すべき成果のあった遺跡や遺物をパネルで紹介することにいたしました。本県では、
東日本大震災の復興事業に伴う発掘件数が増加しており、県教育委員会は全国から集まった派遣職員の支援を得て、調査の早期終了を目指して
います。今回は、こうした遺跡の調査成果を中心に取り上げました。この機会に遺跡に親しみ、文化財の保護に対して御理解を深めていただけ
れば幸いです。
　今回の展示にあたって快く御協力をいただきました各教育委員会・機関に対し、この場を借りて厚く御礼を申し上げます。

★�印は、東日本大震災の
復旧・復興調査

東日本大震災からの復興と遺跡調査⑴

解明が進む多賀城城下の古代都市 古代の砥
と

石
い し

に刻まれた文字

科学技術で銅銭の文字を解読 絵図に描かれた仙台城二の丸の屋敷跡

　平安時代の竪
たて

穴
あな

住
きょ

居
じゅう

跡
あと

から、文字の刻まれた砥
と

石
いし

が出土しまし
た。「謹

つつし

んで解
げ

し申
もう

し請
こ

う稲の事　合わせて…」とは、古代の稲の借
入れに使う定型文の一節です。文字が刻まれた後も砥石として使わ
れていることから、文章を書く練習をしたと考えられます。
　砥石に文字が刻まれている例は、これまで群馬県や千葉県で発
見されているのみで、東北では初の出土になります。

⑫鍛
か

冶
じ

屋
や

敷
し き

A遺跡（仙台市）

◎調査体制の強化
　平成24年度以降、全国から発掘調査専門職員の派遣を受けて
調査員を増員し、復興事業に伴う調査に対応しています。
　平成26年度は、調査を担当する県教育委員会に対して、計17
～ 18名の専門職員の方が支援に来ています。

【H26派遣職員】（18県1市から）
　山形県　新潟県　群馬県　長野県
　埼玉県　岐阜県　神奈川県　三重県
　奈良県　兵庫県　福井県　石川県
　岡山県　島根県　山口県　香川県
　佐賀県　宮崎県　新潟市
　　　※三重県は4月～ 9月
　　　　福井県・石川県は1月～ 3月

◎発掘調査基準の迅速化
　復興事業に伴う調査においては、通常の発掘調査基準を弾力
的に運用し、原則として遺跡が壊される範囲のみを調査対象と
することによって盛土施

せ

工
こう

部分や工事の掘削が及ばない下層の
調査等を省き、調査期間の短縮を図っています。

　東日本大震災によって甚
じん

大
だい

な被害を受けた沿岸市町では、土
地区画整理などの新たな街づくりや、道路建設、鉄道移設などの
大規模な復興事業が本格化し、また、個人住宅や企業の再建等も
進められています。
　こうした復興事業が遺跡と重なることが多くありますが、宮
城県では、被災地の一日も早い復興と地域のかけがえのない歴
史的遺産（遺跡）の保護の両立を目指し、関係機関と協議を重ね、
迅速な調査に取り組んでいます。

復興事業の促進と遺跡保護の両立を目指して

【復興調査】 三陸沿岸道路仙塩道路建
設工事／多賀城 IC建設工事
　多賀城城下にひろがる古代都市の
北西部を調査しました。この地区では、
平安時代になると徐々に道路が整備さ
れて、碁

ご

盤
ばん

目
め

状
じょう

の街並みが造られます。
　調査で発見された道路の北側には
砂押川に由来する湿地が広がっている
ため、地形に合わせて街がつくられて
いることが分かりました。

⑪山
さ ん

王
の う

遺跡八
は ち

幡
ま ん

地区（多賀城市）

【復興調査】 土地区画整理事業
　標高約40ｍの丘陵の上にある中世の山

やま

城
じろ

跡で、平
ひら

場
ば

・堀
ほり

・土
ど

塁
るい

が発見されました。平場は山を削り、土を盛って平らにした場所
のことで、上には建物がつくられました。平場の周囲は急斜面に
なっており、北側には深さ4mにおよぶＶ字形の堀と、高さ2m以
上の土塁が築かれました。これらは、平場への敵の侵入に備えた
もので、当時の山城の大規模な防御施設の様子がよく分かります。

⑬山
や ま

下
し た

館
た て

跡
あ と

（山元町）

【復興調査】 土地区画整理事業
　調査で発見された溝跡から、さし銭

ぜに

が
出土しました。銅銭が39枚重なってサ
ビに覆われていたため、X線CTで撮影
をしたところ、その中の12枚の文字を確
認できました。
　撮影した銅銭はすべて中国でつくられ
たもので、永

えい

楽
らく

通
つう

寶
ほう

が含まれていること
から、さし銭は15世紀初めより新しいも
のになります。科学技術を使うと、肉眼
では見えない重要な情報が得られます。

⑭八
や

幡
わ た

沖
お き

遺跡（多賀城市）

山
や ま

城
じ ろ

の大規模な防御施設

東日本大震災からの復興と遺跡調査⑵

◇宮城県教育委員会の調査体制

宮城県（※） 派遣職員 計

H24（上半期） 23 9 32

H24（下半期） 23 17 40

H25 23 24 47

H26（上半期） 23 17 38

H26（下半期） 23 18 39

　　　　　※文化財保護課調査担当職員	 20名
　　　　　　東北歴史博物館（協力）	 2名
　　　　　　多賀城跡調査研究所（協力）	 1名
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○
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福島県
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N

石巻市

気仙沼市

南三陸町

○

酉門石垣では、野
の

面
づら

積
づ

み（自然石を積む）と切
きり

石
いし

積
づ

み（四角に加工し
た石を積む）の2つの積
み方が確認されました。

X線CT撮影をすると、重なった銅銭の文
字が読めます。写真撮影によって一部の銅
銭の種類がわかりました。

遺跡は新山下地区と町役場を結ぶアクセス道路の建設に伴い発掘調査しました。（南東から）

復旧が完了した仙台城本丸
の石垣� （仙台市仙台城跡）

厳冬期の雪の中での調査
（気仙沼市台の下遺跡）

女川湾を望む高台で、遺跡の現地説明
会に集まった皆さん�（女川町内山遺跡）

高台移転に伴う調査（石巻市羽黒下遺跡）

調査区の横で建設が進む三陸沿岸道路
� （多賀城市山王遺跡）

ＪＲ常磐線復旧に伴う調査。奈良時代の
窯跡を一般公開（山元町新中永窪遺跡）

険しい中世の山城跡を調査
� （山元町山下館跡）

全国から集まった職員を紹介
� （山下館跡現地説明会）

街の建物は、道路に向きを合わ
せて並んでいます。（北東から）

建物跡

道路跡

多賀城と碁盤
目状の街並み。
多賀城の南面
に は 約110m
四方の道路で
囲まれた街が
ありました。
（西から）

特別史跡多賀城跡 (陸奥国府 ) 南北大路

今年度の調査区

西門

南門

砂押川

道路跡

砥石（15㎝×4㎝）

〔
解
〕

  

□

　
　有
有

　有

  

謹
解

　申
請
稲
事

　
　

   

合
□
□

□
下
□

謹
ん
で
解
し
申
し
請
う

稲
の
事

　合
わ
せ
て…

砥石の出土した竪穴住居跡

砥石に刻まれた文字

平場

堀

土塁

役場役場

新山下地区新山下地区

太平洋太平洋

国道 6号線国道 6号線

発掘調査現場→発掘調査現場→

西側上空から

土塁は土を盛って堤防状
の高まりにしたものです。

堀はほぼ埋まった状態で発見されました。

さし銭とは銅銭の穴に紐
ひも

を通してまとめたも
ので、銭の流通や保管に用いられた方法です。

永楽通宝 (1408 年初鋳 )
しょちゅう

画像提供　東北大学総合学術博物館

神社を取り囲むように溝があります。
（南東から）

さし銭出土地点

八幡神社

溝跡

　

銅銭名 初鋳年
（最初につくった年） 枚数

開
かい

元
げん

通
つう

寶
ほう

621年 2

天
てん

聖
せい

元
げん

寶
ほう

1023年 1

皇
こう

宋
そう

通
つう

寶
ほう

1038年 1

治
じ

平
へい

元
げん

寶
ぽう

1064年 1

元
げん

豊
ぽう

通
つう

寶
ほう

1078年 1

大
だい

定
てい

通
つう

寶
ほう

1178年 1

紹
しょう

熙
き

元
げん

寶
ぽう

1190年 1

至
し

元
げん

通
つう

寶
ほう

1285年 1

天
てん

元
げん

通
つう

寶
ほう

1360年頃 1

永
えい

楽
らく

通
つう

寶
ほう

1408年 2

調査済 12

未調査 27

合計 39

　現在は東北大学のキャンパスになっている二の丸跡を調査しました。調査した場
所は二の丸の「表

おもて

」から「中
なか

奥
おく

」にさしかかる部分で、6A区は文化元年（1804）の絵図
で「御近習番頭下部屋」と書かれています。調査では絵図と一致する建物跡と石組み
溝跡が見つかり、実際の建物の大きさや間取りを知る上で貴重な発見となりました。

⑮仙
せ ん

台
だ い

城
じょう

二
に

の丸
ま る

跡
あ と

（仙台市）

見つかった建物

石組み溝

調査区と絵図に描かれた屋敷の対比
(文化元年御造営絵図模写より)

東北大学の敷地内にある二の丸跡
(北西から )

柱の下に敷く石 (礎石 ) が等間隔で並んでいることがわかります。他にも
絵図に描かれていない建物跡や、明治時代以降の施設も発見されました。

【復興調査】総合研究棟新営
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◆国
こく

府
ふ

：国を治める場所。陸奥国は多賀城におかれた。　◆築
つい

地
じ

塀
べい

：屋根を葺
ふ

いた土
ど

塀
べい

。　◆山
やま

城
じろ

：標高の高い場所に造られた城。　◆須
す

恵
え

器
き

：古代の焼き物。窯で焼かれ、灰色で硬いのが特徴。用語解説

縄文時代

古墳時代

奈良～平安時代

気仙沼に眠る縄文人たち

塀
へ い

と大
お お

溝
み ぞ

で囲まれた集落

関東から来た移民の住居 多賀城南門復元に向けて

奈良時代の石組カマド

【復興調査】 土地区画整理事業
　奈良時代の竪

たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

が2軒発見されました。
住居には石を組んだカマドが作られています。
こうした石組カマドは、宮城県では石巻を中心と
した沿岸地域や県南西部で見つかっており、その
中で最も古いものです。また、住居から製

せい

塩
えん

土
ど

器
き

がまとまって出土していることから、周辺で塩作
りが行われていたと考えられます。

国内最北！古墳時代前期の銅鏡の出土 帯
お び

金
か な

具
ぐ

がセットで出土
古代陸

む

奥
つ

国の一大生産地帯古代亘理郡の役所跡か

　周囲を一望できる丘陵上に位置する
遺跡です。古墳時代前期（4世紀）の竪

たて

穴
あ な

住
じゅう

居
き ょ

跡
あ と

が多数発見され、大規模な集落で
あることが分かりました。竪穴住居がつ
くられた範囲は、東西約110ｍ、南北約
85mで、塀

へい

と大
おお

溝
み ぞ

によって囲まれてい
ます。居住域と大溝の底との高低差は最
大で約4mあり、一般的な集落よりも高
い防御性を備えていたと考えられます。

③入
い り

の沢
さ わ

遺跡（栗原市）

　竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

から、銅鏡が4面出土しま
した。通常は古墳の副葬品として出土す
ることが多い銅鏡が、集落から複数枚出
土する例は非常に稀です。また、古墳時
代前期の銅鏡の出土例としては、国内最
北となります。この時期に、古墳文化の
広がりが、宮城県の北部地域にも及んで
いることを示す貴重な例となりました。

④入
い り

の沢
さ わ

遺跡（栗原市）

海を望む高台につくられた集落

　南門は、陸
む

奥
つ

国
こく

府
ふ

多賀城を囲む
塀の南側中央に造られた正門で
す。中心施設である政

せい

庁
ちょう

から南へ
約310mのところにあり、扉がつ
く柱列の前後に8本の柱が立つ
「八
はっ

脚
きゃく

門
もん

」とよばれるものです。調
査の結果、南門の推定規模は東西
約10.5ｍ、南北約6.6ｍで、正門に
ふさわしい城内最大規模の門であ
ることがわかりました。現在、建物
の立体復元が計画されています。

⑦特
とく

別
べつ

史
し

跡
せき多

た

賀
が

城
じょう

跡
あ と

　（多賀城市）

⑧崎
さ き

山
や ま

遺跡（女川町）

【復興調査】 土地区画整理事業
　縄文時代中期末～後期初め（約
4,500年前）の掘

ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

や貯
ちょ

蔵
ぞう

穴
けつ

群
ぐん

、遺
い

物
ぶつ

包
ほう

含
がん

層
そう

（捨て場）など
が発見されました。貯蔵穴は、ドン
グリなどの食料を保存するために
使用されたと考えられます。また、
遺物包含層からは土器・石器がまと
まって出土したほか、魚骨や貝類、
鳥や獣の骨も出土し、当時の人々の
食生活を知ることができます。

①内
う ち

山
や ま

遺跡（女川町）

【復興調査】 高台移転事業
　気仙沼市北部にある縄文
時代の貝塚で、晩

ばん

期
き

後半（約
2,500年前）の墓8基が発見さ
れました。このうち6基は埋

まい

葬
そう

された人骨が残っており、
楕
だ

円
えん

形の穴に膝
ひざ

を折って埋葬
されていた様子が分かります。
また、1基は大きさから子供
の墓とみられます。これらは、
ほぼ同じ時期につくられた墓
と考えられ、血

けつ

縁
えん

関係など今
後の分析が注目されます。

②台
だい

の下
した

貝
かい

塚
づか

（気仙沼市）

【復興調査】 治山事業
　古代牡鹿郡周辺を支配していた奈
良時代前半頃の有力者の墓の中から、
銅製の帯金具が17点出土しました。
これは、当時の役人や地方の有力者
が身に付けていた革帯（ベルト）の飾
り金具であり、4点は牛革とみられる
帯に装着された状態で出土しました。
このような出土例は全国的にも極め
て珍しく、とても貴重な資料です。

⑤矢
や

本
もと

横
よこ

穴
あな

墓
ぼ

群
ぐん

（東松島市）
出土した金具を装着した帯の復元想定図

　発見した竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

跡
あと

は、煮炊きをす
るカマドが住居の外に張り出している
こと、使われていた土器の内側が赤い
ことなど、奈良時代前半の関東地方の
竪穴住居や土器と共通する特徴があり
ます。当時の歴史書には、同時代に関
東地方から宮城県北部へ多くの移民を
送ったと記されており、今回の調査結
果はこれを裏付けるものと考えられま
す。

⑥御
お

駒
こ ま

堂
ど う

遺跡（栗原市）
火災で焼けた住居の柱や屋根の材が床を覆っています。

カマドの煙は、石組の煙道を通って住居の外に出ます。

【復興調査】 ＪＲ常磐線移設事業
　平成25年度の調査で、奈良～平
安時代の大型建物群と、これらを囲
む塀や門の跡が発見されました。今
年度の調査では、門の外側に広がる
湿
しっ

地
ち

から、「大
だい

領
りょう

」と墨
ぼく

書
しょ

された土器
が8点出土しました。「大領」は古代
の郡を治めた役人の職名で、この地
に亘理郡で最も身分の高い人物がい
たことを示しています。このことか
ら、見つかった建物群は亘理郡の役
所跡の一部と考えられます。

⑨熊
く ま

の作
さ く

遺跡（山元町）
「大領」の文字は、須恵器の坏（食器）の底に書かれています。（底径6～9cm）

【復興調査】 ＪＲ常磐線移設事業
　熊の作遺跡から約1.5km南にあ
り、奈良時代後半の製

せい

鉄
てつ

炉
ろ

1基、製鉄
に使う木炭を焼いた窯

かま

6基、須
す

恵
え

器
き

を
焼いた窯3基が発見されました。こ
れらは丘陵の斜面に密集して造られ、
繰り返し使用されていることから、
鉄や土器などの生産活動が盛んに行
われていた様子がうかがえます。福
島県相馬地方には古代陸奥国の一大
生産地帯がありましたが、亘理郡に
属していたこの遺跡も、その一翼を
担っていたことを示しています。

⑩新
し ん

中
な か

永
な が

窪
く ぼ

遺跡（山元町）

斜面に炉や窯が密
集して発見されま
した。（南から）窯
は 幅0.6 ～ 2.5m、
長 さ4 ～ 10mで、
本来は地下にトン
ネル状に掘りこま
れていました。

竪穴住居は、上
の写真のように
火事にあったも
のも確認でき、
焼けた柱や屋根
の材、多くの道
具などが出土し
ました。

○が柱の推定位置、外側の点線が門を造った際の基礎工事の範囲（南から）

出土した銅鏡
は、3種類の文
様が見られま
す。薄く壊れ
やすいため、
写真は土が付
着した状態で
撮影したもの
です。

遺跡は女川湾の西奥に向かって北に延びる丘陵に位置します。（南西から）

遺物包含層からは多数の土器・石器が出土しました。

貯蔵穴は直径1.0～1.2m、深さ1.1～1.5mあります。

墓①の人骨。墓穴は長さ1.5m、幅1.0m、
深さ1.0mあります。

墓②～⑤の分布状況（南から） 人骨が出土した墓の分布（●が頭の位置）

N

攪乱

0 5m

墓②

墓①　
（上の写真の墓）

墓④
墓⑥

墓⑤（子供の墓）

墓③墓③

墓②

墓④

墓⑤

塀跡

塀跡

大溝跡

・・・古墳時代前期竪穴住居跡

・・・大溝跡

・・・塀跡

SA71

）

50m0

塀の高さは推定約
3m、大溝は幅約2.4
～3.5m、深さ約0.7
～1.5mあります。

入の沢遺跡の遺構配
置図

崖に横穴を掘った墓で、矢本横穴墓群は全部
で200基近くある県内有数の横穴墓群です。

帯金具は埋葬された人骨と一緒に出土しました。

バックル部分 四角形の飾り

革帯の一部

半円形の飾り

帯の穴の金具

帯の端の金具

↓ ↓↓ ↓

内
部
の
様
子

関東地方と作り方が共通する土器

写真の調査区では竪穴住居跡を
５軒発見しました。（南東から）

竪穴住居跡

伊治城 (古代の城柵 )

カマドは壁の外側へ張り出しています

南門は政庁に向かう正面にありました。（南から）

復元イメージ図(提供：多賀城市教育委員会 )

南門 築地塀
築地塀

道路

政庁

10.5m

6.6m
築地塀

築地塀
ついじべい

ついじべい

2軒の竪穴住居跡は
一辺約3.5mの正方
形で、北側の壁にカ
マドが作られていま
した。

竪穴住居跡2出土の
製塩土器。海水を入
れて火にかけて、塩
を作るのに用いられ
ました。5cm0

焚口

煙道

竪穴住居跡1　石組カマド

竪穴住居跡1

石組カマド竪穴住居跡2

○は門の柱の位置で、扉がつく柱列
の前後に4本の柱が立つ「四

し

脚
きゃく

門
もん

」
と推定されます。（北西から）

墨書土器が

出土した湿地

墨書土器が

出土した湿地

門門

塀塀

塀塀

（外）（外）

（内）（内）

（25年度調査区）（25年度調査区）

窯の中には割れてしまった須恵器（上）、取り
出されなかった木炭（下）が残っていました。

須恵器窯須恵器窯須恵器窯須恵器窯

木炭窯木炭窯

須恵器窯・木炭窯須恵器窯・木炭窯木炭窯木炭窯

製鉄炉製鉄炉

木炭窯木炭窯木炭窯木炭窯
木炭窯木炭窯

遺物包含層

貯蔵穴群掘立柱建物跡

1 「珠
し ゅ

文
も ん

鏡
きょう

」
（径8.2cm）

2 「内
な い

行
こ う

花
か

文
も ん

鏡
きょう

」（径9.1cm）

4 「櫛
く し

歯
は

文
も ん

鏡
きょう

」
（径5.5cm）

3 「珠
し ゅ

文
も ん

鏡
きょう

」
（径5.5cm）
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